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ブドウ「シャインマスカット」生産者の収益性向上を図るため，光反射シートを利用した
増収技術と省力栽培技術を導入した栽培体系を開発した。

１）導入される新技術等については，表１のとおり，この技術の導入により慣行と同程度
の作業時間で，設定着房数を３割増加でき，収量も３割増加できる。
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表１ 新技術導入栽培の栽培管理

２） 「シャインマスカット」Ｈ型整枝・短梢剪定樹に光反射シートを開花前から収穫後まで
棚下に敷設することで，果房周辺の積算日射量が増加する。
３） 果実品質は，糖度と果皮色が慣行栽培より高くなる。
４） １房当たりの花穂整形時間は，花穂整形器の利用により慣行に比べ２５％程度短く
なる。
５） １樹当たりの新梢管理時間は，フラスター液剤散布により，ジベレリン処理後の摘心
作業が慣行より短くなることや顆粒軟化期後の摘心作業の省略により，３割ほど削減
できる。
６） 全体の作業時間は，房数の増加や光反射シートの設置により，慣行栽培と同等で
ある。表２

表２ 栽培方法の違いが１０ａ当たりの作業時間に及ぼす影響（平成２８年～平成２９年）

宮城県農業・園芸総合研究所 住所：宮城県名取市高舘川上字東金剛寺1番地
TEL：022-383-8118，FAX：022-383-9907
HP：https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/res_center/



増収技術と省力栽培を導入したブドウ
「シャインマスカット」の栽培体系

トマト等の溶液栽培による高収益生産技術の開発 （※2）
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７） 新技術導入栽培の費用は，光反射シートや花穂整形器など資材が増えるため，慣
行栽培に比べて増加するが，収量が３割程度増加するため，利潤が慣行栽培より多く
なる。表３

表３ 成園時の経営収支

１） 詳しい栽培方法等については，「新技術を導入した「シャインマスカット」栽培マニュ
アル（平成３０年３月発行）を参照してください。
２） 使用した光反射シートは，デュポン™タイベック®400WP（幅150cm）で，敷設に要する
作業時間は，１９．８ｈ／１０ａ，資材費は，115,000円/10ａ程度である。
３） 光反射シートの敷設は，樹形完成後（定植５年後）から行うこと。樹形完成前の若木
では，小粒黄化果房の発生を助長する。また，主枝先端付近の日当たりの良い果房
は，果皮の黄化が進みやすいので，有色袋や傘などを使用する。
４） 耕種概要は下記のとおり。
供試樹：樹間10ｍ×列間5.4ｍのＨ型整枝・短梢剪定樹（平成２９年で６年生）
栽培方法：雨よけ栽培（ビニール被覆は５月下旬から１０月下旬まで）
設定着房数：新栽培体系 ９房/主枝1ｍ，慣行 ７房/主枝１ｍ
花穂整形：開花始期に花穂先端４ｃｍを残した。
植調生長調節剤の使用：
開花前 アグレプト液剤１０００倍液，満開期３日後 ジベレリン液剤２５ppm+フルメッ
ト液剤３ppm 浸漬処理，満開１５日後 ジベレリン液剤２５ppm 浸漬処理
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